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P7・45免疫法による便潜血キットの有用性ーラット、イヌでの検討ー
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[目的]便潜血検査は、消化管の炎症などによる出血性病変のスクリーニング検査として重要な検査である。便潜血検査

は化学法と免疫法があり、実験動物では化学法が汎用されているものの、食物などの影響を受けることから免疫法に比べ特

異性が低いといわれている。そこで、今回、ラットとイヌにおける市販の便潜血キットの有用性について検討を行った。

[方法]ラットおよびイヌの糞便および給餌飼料について便潜血測定を行った。ラットでは、免疫法としてパナテスト@ラッ

トヘモグロビン(パナファームラボラトリーズ)を、化学法として便潜血スライドシオノギ IIB法:グアヤック法(シオノギ

製薬)を用いた。但し、パナテストはラットの尿中ヘモグロビン測定キットであるため、糞便および飼料を検体希釈液で溶

解し、その上清を試料として用いた。イヌでは、免疫法としてテスタントイヌ便潜血(ビーエル)を、化学法としてラット

と同様のキットを用いた。[結果]いずれの方法もラット文はイヌの溶血試料で濃度依存的な反応が認められた。しかしな

がら、ラットについては、パナテストで、は糞便中のヘモグロビンが経時的に酸化分解され正確な値が得られないため、新鮮

便を用いることが重要であると考えられた。便潜血スライドでは正常ラットの糞便や飼料でも陽性反応を示すことが明らか

になった。一方、イヌの正常糞便については、テスタントでは全て陰性、便潜血スライドでは23/30例で陰性、残りの7/30

例が擬陽性を示した。なお、イヌ飼料に対しては、両法とも陰性であった。{結論]イヌについてはテスタント(免疫法)、

便潜血スライド(化学法)とも便潜血反応に用いることができることが明らかになった。但し、便潜血スライドについては

擬陽性反応に留意する必要性が示唆された。ラットについてはパナテスト(免疫法)、便潜血スライド(化学法)とも実用

性の判断にはより詳細な検討が必要と考えられる。
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Wistar系雌ラット (6週齢)に経口投与用カニューレを用いてCd溶液、 1、2、5mgCd/kgを週6日投与した。対照群には

蒸留水を投与した。妊娠出産後、雌雄仔ラット各々4匹ずつに晴乳させ、投与開始から 10週間後に屠殺した。投与は妊娠中、

晴乳中も継続した。生後1日目と 4週目の仔ラットの腎臓及び肝臓における、 Cd、Zn及び、Cu濃度と、母ラットの子宮中メタ

ロチオネイン (MT)濃度を測定した。さらに、母ラットの子宮中iso-MT(1、E、and皿)のm町ぜA発現を、 R下PCRによ

り測定した。

生後1日目の仔ラットの肝臓中 Cd濃度は、腎臓中よりも高値であった。しかし生後4週目の仔ラットでは肝臓中よりも腎

臓中において高値であった。仔ラットの肝臓中Znと腎臓中Cuは、 5mgCd/kg群において、母ラット子宮中へのCd蓄積に応

じて減少していた。そして5mgCd/kg群において仔ラットの成長が阻害され、出生率も低下していた。また、母ラット子宮

中と、仔ラットの腸管組織中および胃内ミルク中のMT濃度が増加していた。子宮中でのiso同MT特にMT皿のm町ぜA量増加

が、 5mgCd/kg群で、確認された。しかし子宮においては、 MT皿のmRNA発現に応じた、タンパク質量の増加は確認できな

かった。

摂取されたCdが母ラットから仔ラットヘ分布し、 ZnとCu代謝に影響を及ぼし、仔ラットの成長を回害するものと考えら

れた。仔ラットの肝臓と腎臓へのCd分布の様子から、子宮内のMTは、 Cdの仔への移行には関与していないと考えられた。

一方生後4週日の仔ラットのCd分布は、腸管組織中のMTによってcιMTとして腎臓に多くのCdが移送されたと考えられ

た。


